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第 3 章は、 1 km メッシュの統計データを用いて環境の変化とそれに関連する環境インパクトを評価するために、
統計データと GIS (地理情報システム)の統合データベースシステムを構築した上で、武庫川流域における商業活動
や自動車交通の増加などによってもたらされる C02 排出量などの環境インパクトについて、 1975 年と 1995 年の二
時点の比較評価をおこなう方法論を構築している。
第 4 章では、 1975 年と 1995 年における人口増加や社会経済活動の発展、土地利用形態の変化などを GIS に基づ
いて分析して、都市形態と郊外化の進展に起因する環境変化の問題構造を明らかにしている。その上で、環境変化を
もたらす要因を構造化し、流域圏における環境インパクトの因果関係を分析する枠組みを構築している。























(1) 1975 年と 1995 年の間で、武庫川流域では郊外化の進展と経済活動の発展によって重大な環境インパクトが生じ
ている。また、人口増加が著しい地域では、それに伴って都市域が拡張し、鉄道や高速道路などの交通網の整備
によって郊外が拡大することによって、郊外型生活で選好される自動車利用に伴う C02 排出量が増加している。
(2) 1975 年から 1995 年にかけて商業地域での売上高が減少している地域があるものの、増加した人口に対するサー
ピスとしての商業活動が進展し、その結果商業地域への自動車アクセスに伴う C02 排出量は依然として増加し
ている。郊外地域の人口増加の生活面の波及効果により、資源消費が更に増加するメカニズムを定量的に明らか
にしている。
(3) 土地利用の変化による環境インパクトを削減するためには、都市域や郊外の拡大をコントロールすること、交通
ネットワークからみた商業地域のマネジメント、都市施設・機能の再配置、住居地域から商業・都市域までの時
間的距離を削減するコンパクトシティ化などが重要な都市政策となることを、シミュレーションの結果から考察
している。
以上のように、本論文は流域圏における人間活動の展開が環境変化と環境インパクト発生にもたらす影響を 20 年
間の変化とその空間分布の比較を通じて明らかにし、持続的な流域管理政策の方向を示し、都市環境マネジメントの
技法を開拓していて、環境システムおよび環境工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める。
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